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彩央会 企画部 鴻巣歴史発見ツアーのご案内

川幅日本一コース（鴻巣）･母なる川の歴史を訪ねる

実施日 2025 年 10 月 2 日（木曜日） 小雨決行

集合 ＪＲ鴻巣駅 改札前 8:30 ～ 9:00

コース 鴻巣駅西口⇒川幅日本一の説明板⇒大間みはらしの丘公園⇒荒川河川敷⇒

滝馬室冠水橋⇒御成河岸跡（鴻巣側）⇒旭稲荷神社⇒御成河岸跡（吉見側）⇒

御成橋集落・横堤⇒御成橋バス停 （ 12:00 前後） (歩行距離 約 ３km ）

昼食 庄屋 鴻巣駅東口 2 分

参加費 1,800 円（仮）（保険料、資料代、昼食代・当日集金）、交通費は各自負担

申込み ９ 月 13 日（土）までに 小原 宛て メールまたは電話

（ 080-2282-0568 t.bonta1950@jcom.zaq.ne.jp ）

募集人員 30 人（先着順）

協力 観光ボランティア鴻巣ガイド会

彩央会 会長 石黒廣行

企画部 部長 飯沼和華子

荒川はかつては「荒ぶる川」と言われたほど厄介な川でした。しかし、今では「彩の国かるた」の「あ」で「荒川は豊かな埼玉

つくる川」といわれ、埼玉県人の母なる川となっています。今回のツアーでは「荒ぶる川」が如何にして「豊かな埼玉つくる

川」になったのか、今に至る多くの先人の苦労や工夫などの歴史を訪ねます。今回のコースは川幅日本一の河川敷を歩き、旧御

成河岸集落を訪ねます。御成河岸は､江戸時代初めから荒川の舟運で栄え、御成銀座と言われていましたが、大正から昭和の初め

にかけて行われた荒川の大改修によって消滅しました。今回､この御成河岸集落跡を訪ね、当時の栄華を偲んでみます。


